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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部と、この本体操作部に連結した挿入部とを有し、挿入部の先端には流体噴射口
を形成し、この流体噴射口から延在させた配管を前記本体操作部に設けた注入口ユニット
に接続し、この注入口ユニットに流体圧送手段を着脱可能に接続した内視鏡において、
　前記本体操作部は、アングル操作装置を装着した本体カバーと、処置具導入部を形成し
た把持カバーと、前記注入口ユニットが装着される接続部カバーとを有する構成となし、
　前記接続部カバーには、その内部に円筒部材の一部を切り欠いた取付部材を設け、
　前記注入口ユニットは、前記配管に着脱可能に接続される配管接続部材と、この配管接
続部材に着脱可能に接続され、前記流体圧送手段が接続される流体源連結部材とから構成
され、
　前記配管接続部材は前記取付部材の内面にねじ止めされており、
　前記流体源連結部材は前記接続部カバーの外部から前記配管接続部材に螺挿されるよう
にして接続され、
　前記流体源連結部材は前記配管接続部材または前記接続部カバーに螺挿して圧接される
接続部本体を有するものであり、この接続部本体と前記配管接続部材または前記接続部カ
バーとの間に螺挿方向に圧縮されるシール部材を介在させる
構成としたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
前記流体源連結部材及び前記配管接続部材の外面はそのねじ嵌合部を含めて絶縁皮膜が形
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成されていることを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】
前記流体源連結部材を構成する前記接続部本体は前記流体圧送手段が着脱可能に接続され
るテーパ面を有するものであり、この接続部本体は、前記配管接続部材に螺挿され、この
接続部本体は、前記接続部カバーとの間に前記シール部材を装着したシール保持リングに
挿通されており、このシール保持リングは前記接続部本体に螺挿されて、このシール保持
リングに装着したシール部材を前記接続部カバーに押圧するナット部材とから構成したこ
とを特徴とする請求項１または請求項２記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、体腔内壁に洗浄液を噴射させたり、薬液を散布させたりする流体噴射手段を
備えた内視鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、一般に、本体操作部に体腔内等への挿入部を連結して設けたものであり、挿
入部は、その本体操作部への連結側から順に軟性部、アングル部、先端硬質部から構成さ
れている。本体操作部は、術者等が片手で把持して内視鏡の操作を行うためのものあり、
挿入部の先端には照明部と観察部とからなる内視鏡観察機構が装着されており、また鉗子
その他の処置具を挿通させるための処置具導出口が開口している。さらに、観察部が体液
等で汚損されたときに、この汚損物を洗浄除去するために、観察部に装着したレンズ面に
洗浄液及び加圧エアを供給するための送気送水ノズルも設けられている。
【０００３】
　ここで、送気送水ノズルから噴射される流体はレンズ面に向けられるものであり、かつ
送気送水ノズルからの噴射圧はあまり高くできない。そこで、体腔内壁に向けて洗浄液を
噴射させることによって汚損物を除去したり、色素散布を行なったりするための流体供給
手段としては、この送気送水ノズルを用いることはできない。そこで、送気送水経路とは
別系統の流体供給機構である補助流体供給機構を設けることが従来から広く用いられてい
る。この補助流体供給機構は、挿入部の先端にその前方に向けて開口する流体の噴射口を
有し、この噴射口からの配管は挿入部の内部から本体操作部にまで延在されている。そし
て、本体操作部に注入口ユニットを開口させて設け、この注入口ユニットにシリンジ等と
いった流体圧送手段が着脱可能に装着されるようになっている。
【０００４】
　ここで、注入口ユニットは本体操作部に設けられるのが一般的である。そして、この注
入口ユニットを本体操作部における処置具導入部とほぼ同じ位置に配設する構成としたも
のが、例えば特許文献１に開示されている。この従来技術による注入口ユニットは、本体
操作部の側面部において、そのハウジングを貫通するようにして設けられている。この注
入口ユニットは、本体操作部の内部に位置する部位は、噴射口からの配管を接続する配管
接続部材となり、また流体圧送手段が連結可能な流体源連結部材が本体操作部のハウジン
グの外部に突出するように設けられている。
【０００５】
　本体操作部のハウジングは電気絶縁性や軽量化等の観点からプラスチックで形成されて
おり、従って強度の点から、このハウジングの内部に一部に切り欠きを設けた金属筒を装
着し、配管接続部材はこの金属筒にねじにより固定的に保持されている。そして、流体源
連結部材は、ハウジングの外からこの配管接続部材に螺挿させることによって、注入口ユ
ニットを構成する配管接続部と流体源連結部材とが連結されるようになっている。
【特許文献１】特開平５－３１７２４０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　ところで、前述した注入口ユニットは、本体操作部の内外を貫通するように設けられる
ことから、その周囲を気密状態に保持しなければならない。また、本体操作部は術者等が
把持することから、この本体操作部の内部からの漏電を防止するために、本体操作部の外
部に導出されている注入口ユニットは電気的に絶縁されていなければならない。さらに、
噴射口から挿入部内を通る配管は配管接続部材に接続されるが、この配管の長さに過不足
があってはならない。このために、配管接続は本体操作部を部分的にアセンブルして、そ
れに挿入部を連結した後に行なわれることから、本体操作部における連結部に挿入部を連
結し、前述した配管接続を行なった後に本体操作部のハウジングを装着しなければならな
い。
【０００７】
　そこで、前述した特許文献１による構成では、流体源連結部材の外周部にＯリングを装
着して、この流体連結部材と配管接続部材の内周面との間及びハウジングに設けた透孔の
囲壁部との間をシールしている。また、電気絶縁性については、注入口ユニットの外周面
を絶縁ゴムで被覆している。さらに、処置具導入部が設けられ、かつ注入口ユニットが装
着されるハウジングの部位と、挿入部が導出される折れ止めゴムとの間の部位に筒状ハウ
ジングを別途装着するようになし、これら折れ止めゴム及び筒状ハウジングを装着する前
の段階で、配管接続部材に配管を接続した後に、筒状ハウジング及び折れ止めゴムを装着
するようにしている。
【０００８】
　以上のことから、特許文献１の構成においては、本体操作部及び注入口ユニットの構成
が複雑になり、かつ注入口ユニットの外部に導出されている部位が太径化する等といった
問題点がある。また、特許文献１の構成では、注入口ユニットの周囲における気密保持機
能は必ずしも完全とはいえない。
【０００９】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、本体操作
部及びそれに装着される補助流体供給機構の構成を簡略化し、かつこの補助流体供給機構
の装着部における気密性をより向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部と、この本体操作部に連結した
挿入部とを有し、挿入部の先端には流体噴射口を形成し、この流体噴射口から延在させた
配管を前記本体操作部に設けた注入口ユニットに接続し、この注入口ユニットに流体圧送
手段を着脱可能に接続した内視鏡であって、前記本体操作部は、アングル操作装置を装着
した本体カバーと、処置具導入部を形成した把持カバーと、前記注入口ユニットが装着さ
れる接続部カバーとを有する構成となし、前記接続部カバーには、その内部に円筒部材の
一部を切り欠いた取付部材を設け、前記注入口ユニットは、前記配管に着脱可能に接続さ
れる配管接続部材と、この配管接続部材に着脱可能に接続され、前記流体圧送手段が接続
される流体源連結部材とから構成され、前記配管接続部材は前記取付部材の内面にねじ止
めされており、前記流体源連結部材は前記接続部カバーの外部から前記配管接続部材に螺
挿されるようにして接続され、前記流体源連結部材は前記配管接続部材または前記接続部
カバーに螺挿して圧接される接続部本体を有するものであり、この接続部本体と前記配管
接続部材または前記接続部カバーとの間に螺挿方向に圧縮されるシール部材を介在させる
ようにしたことをその特徴とするものである。

【００１１】
　そして、流体源連結部材及び配管接続部材の外面にはそのねじ嵌合部を含めて、例えば
アルマイト処理を施す等により絶縁皮膜を形成することによって、注入口ユニットにおけ
る電気絶縁性を確保することができる。また、流体源連結部材は、配管接続部材に螺挿さ
れ、ルアーロック機構により流体圧送手段を装着できるように構成することができる。従
って、流体源連結部材としては、例えば配管接続部材の端面に当接するシール部材を装着
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したシール部材保持部を有する接続部本体と、この接続部本体に嵌合され、接続部カバー
との間にシール部材を装着したシール保持リングと、接続部本体に螺挿されて、このシー
ル保持リングに装着したシール部材を接続部カバーに押圧するナット部材とから構成され
る。
【発明の効果】
【００１２】
　以上の構成により、本体操作部及びそれに装着される注入口ユニットの構成を簡略化で
き、特に注入口ユニットをコンパクトなものとし、かつこの注入口ユニットの装着部にお
ける気密をより高めることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の全
体構成を示す。図中において、１は本体操作部、２は挿入部、３はユニバーサルコードで
ある。本体操作部１は、術者等が片手で把持できる形状のものであって、本体操作部１を
把持したままで内視鏡の各部の操作を行なうことができるようになっている。挿入部２は
被験者の体腔内等に挿入されるものであり、その機能上、本体操作部１への連結側から軟
性部２ａ，アングル部２ｂ及び先端硬質部２ｃに分かれている。先端硬質部２ｃには、図
２に示したように、照明部４及び観察部５が設けられており、また処置具導出用開口６が
形成されている。さらに、観察部５に向けて洗浄用の流体を供給するための送気送水ノズ
ル７が装着されており、また補助流体供給機構の噴射口８が開口している。そして、ユニ
バーサルコード３は、光源装置に着脱可能に接続されるコネクタを有するものであり、従
って少なくとも照明部４に照明光を伝送するライトガイドがユニバーサルコード３のコネ
クタから本体操作部１を経て挿入部２内に導かれており、照明部４にその出射端が臨んで
いる。
【００１４】
　本体操作部１は、軽量化及び電気絶縁性等の観点から、プラスチック製のハウジングを
有するものであり、このハウジングは３部材から構成されている。まず、最も基端側は本
体カバー１０である。本体カバー１０には挿入部２におけるアングル部２ｂを湾曲させる
アングル操作装置９が装着されており、従って本体カバー１０は高い強度を持たせるため
に、厚肉に形成されている。本体カバー１０の先端側に位置するのが把持カバー１１であ
り、術者はこの把持カバー１１を把持することになる。把持カバー１１は本体カバー１０
より薄肉にすることにより軽量化を図るようにしており、その形状は円形に近い形状であ
って、先端側に向かうに応じて細くなっており、かつ先端部は円筒形状となっている。ま
た、把持カバー１１には処置具導出部１１ａが突出する状態にして形成されており、この
処置具導出部１１ａには処置具通路が装着されている。さらに、把持カバー１１の先端側
に接続部カバー１２が設けられており、この接続部カバー１２は把持カバー１１の先端に
連なる円筒形状の部材である。そして、この接続部カバー１２の先端部には、挿入部２に
おける軟性部２ａの基端部分を覆う折れ止めゴム１３が設けられている。
【００１５】
　以上のように、本体操作部１のハウジングはプラスチックからなる３部材から構成され
るが、最も高い強度を有する本体カバー１０には支持板１４が固定して設けられており、
アングル操作装置９のプーリ及び回動軸（共に図示せず）がこの支持板１４に支持されて
いる。そして、図３に示したように、支持板１４の先端部には連結リング１５がねじ止め
により連結されている。また、連結リング１５の先端部に補強リング１６が連結されてお
り、さらに補強リング１６に取付部材１７が連結して設けられている。取付部材１７は、
基端側が円筒形となり、途中から軸線方向に向けて概略半割り状態となった切り欠きを有
する構造であり、その上部側が開放されている。そして、この取付部材１７には中継リン
グ１８が固定されており、この中継リング１８に外筒１９ａと内筒１９ｂとからなる挿入
部連結リング１９がねじにより固定されている。さらに、この挿入部連結リング１９の内
筒１９ｂに挿入部２の軟性部２ａの基端部に装着した口金２０が螺挿されている。
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【００１６】
　従って、支持板１４，連結リング１５，補強リング１６，取付部材１７，中継リング１
８及び挿入部連結リング１９によって本体操作部１の骨組み構造が構成される。そして、
これら連結リング１５，補強リング１６，取付部材１７，中継リング１８及び挿入部連結
リング１９の内部に挿入部２側から延在されている各種の部材が挿通されている。
【００１７】
　これら各種の挿通部材のうち、図３には補助流体供給配管２１が示されている。補助流
体供給配管２１は、挿入部２の先端硬質部２ｃに開口している噴射口８から挿入部２内を
通り、本体操作部１の内部にまで延在されている。この補助流体供給配管２１は可撓チュ
ーブから構成されており、その基端部は逆止弁部材２２に接続されている。逆止弁部材２
２は噴射口８側に流体を圧送するが、噴射口８からの逆流を防止する機能を有するもので
ある。
【００１８】
　そして、図４に示したように、この逆止弁部材２２の他端部には連結配管２３が接続さ
れており、この連結配管２３の他端は注入口ユニット２４に接続されている。逆止弁部材
２２は、把持カバー１１において、処置具導入部１１ａより基端側の位置、より具体的に
は支持板１４が設けられている位置に配置されている。一方、注入口ユニット２４は把持
カバー１１の先端部に連結されている接続部カバー１２を貫通するように装着されている
。従って、注入口ユニット２４に接続した連結配管２３は注入口ユニット２４の位置から
基端側に向けて延在され、把持カバー１１の内部において、流路を折り返した上で、逆止
弁部材２２に接続されており、また挿入部２から延在させた補助流体供給配管２１とこの
逆止弁部材２２を介して接続されている。このように連結配管２３においては流路の折り
返しを行なうために、Ｕ字パイプ２３ａを有し、このＵ字パイプ２３ａの両端にチューブ
２３ｂ，２３ｃを連結する構成としている。
【００１９】
　次に、注入口ユニット２４の構成について、図５及び図６を参照して詳細に説明する。
まず、図４及び図５から明らかなように、注入口ユニット２４は配管接続部材２５と流体
源連結部材２６とから構成される。配管接続部材２５は左右への張り出し部２５ａ，２５
ａを有するものであって、本体操作部１の内部、具体的には取付部材１７の内側に配置さ
れており、その側部に接続パイプ２７が取り付けられており、この接続パイプ２７に連結
配管２３のチューブ２３ｃが接続されている。そして、このように接続パイプ２７を取り
付けた配管接続部材２５には、一端側に開口する流体チャンバ２８が設けられ、またこの
流体チャンバ２８を構成する側面部には雌ねじ部２５ｂが形成されている。
【００２０】
　配管接続部材２５は、図５に示したように、流体チャンバ２８の形成部を挟んだ両側に
向けて延在させた張り出し部２５ａ，２５ａには概略斜め４５°の傾斜角を有するねじ孔
２９が設けられている。そして、取付部材１７は円弧状の内面を有し、この内面に配管接
続部材２５の張り出し部２５ａが当接されることになる。そして、配管接続部材２５の張
り出し部２５ａを取付部材１７に当接させたときに、張り出し部２５ａに設けたねじ孔２
９と一致する位置にねじ挿通孔３０が穿設されている。従って、配管接続部材２５は２本
のねじ３１によって、取付部材１７の内面に固定されることになる。
【００２１】
　一方、流体源連結部材２６は、内面がテーパ面となり、シリンジ等の流体圧送手段が着
脱可能に接続される通路部を有し、外面がロック部となる接続部本体３２を備えている。
図６に分解して示したように、接続部本体３２の先端部は細径化されており、その外周面
には配管接続部材２５の流体チャンバ２８に形成した雌ねじ部２５ｂに螺挿される雄ねじ
が形成された連結部３２ａとなっている。流体源連結部材２６は接続部カバー１２の外部
から配管接続部材２５に連結されるものであり、このために相互に重畳されている取付部
材１７及び中継リング１８には流体源連結部材２６が挿入される貫通孔３３が形成されて
いる。また、接続部カバー１２にも貫通孔３４が設けられているが、この貫通孔３４は段
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差を有するものであり、内面側が取付部材１７及び中継リング１８に設けた貫通孔３３よ
り大きな直径を有する縮径部３４ａで、外面側はさらに大きな直径を有する拡径部３４ｂ
となっており、また縮径部３４ａと拡径部３４ｂとの間の段差面３４ｃは平坦面となって
いる。
【００２２】
　流体源連結部材２６における接続部本体３２は、その連結部３２ａが接続部カバー１２
の外部側から貫通孔３４，３３を介して配管接続部材２５に螺挿することにより連結され
る。そして、接続部本体３２の連結部３２ａの基端側には段差が形成されて大径部３２ｂ
となし、この大径部３２ｂの端面にはシール溝３５が形成されている。また、大径部３２
ｂの周胴部にもシール溝３６が形成されており、さらにこのシール溝３６の形成部より基
端側の位置には、その外周面にねじ部３２ｃが設けられている。このねじ部３２ｃにはナ
ット３７が螺合されるようになっており、ナット３７はシール保持リング３８を取付部材
１７の貫通孔３４における段差面３４ｃに圧接させるためのものである。このために、シ
ール保持リング３８は、貫通孔３４の縮径部３４ａ内に挿嵌される小径部３８ａと、拡径
部３４ｂ内に挿嵌される大径部３８ｂとを有し、小径部３８ａと大径部３８ｂとの間の段
差面３８ｃは平坦面となっており、この段差面３８ｃにシール溝３９が形成されている。
そして、これら各シール溝３５，３６及び３９には、それぞれシール部材４０，４１，４
２が装着されている。
【００２３】
　本実施の形態は以上のように構成されるものであって、補助流体供給機構を装着する点
を中心として、本体操作部１の組み立て手順について説明する。まず、本体カバー１０に
支持板１４を連結し、この支持板１４に連結リング１５，補強リング１６及び取付部材１
７を連結する。ただし、把持カバー１１等は組み込まない。この状態で、取付部材１７に
注入口ユニット２４を構成する配管接続部材２５を固定する。このために、半割りにした
取付部材１７の開放されている側から配管接続部材２５を挿入して、この配管接続部材２
５の両張り出し部２５ａを取付部材１７の内面に当接させる。ここで、必ずしも必須では
ないが、配管接続部材２５には予め接続パイプ２７を接続しておくのが望ましい。これら
張り出し部２５ａに設けたねじ孔２９と取付部材１７に設けたねじ挿通孔３０との位置を
合わせてねじ３１を取付部材１７の外面側から螺挿する。これによって、配管接続部材２
５が取付部材１７に連結・固定される。
【００２４】
　この状態で、配管接続部材２５に取り付けた接続パイプ２７に連結配管２３のチューブ
２３ｃを連結する。ここで、連結配管２３を構成するチューブ２３ｃ，Ｕ字パイプ２３ａ
，チューブ２３ｂを予め連結しておき、さらにチューブ２３ｂに逆止弁部材２２を連結し
ておく。また、取付部材１７の上方が開放されているので、この開放部分からチューブ２
３ｃの連結作業を容易に行なうことができる。そして、チューブ２３ｃは基端側に引き出
され、このチューブ２３ｃに連結されているＵ字パイプ２３ａにより方向転換し、チュー
ブ２３ｂに連結した逆止弁部材２２は先端側に向いた状態となる。
【００２５】
　次に、取付部材１７に中継リング１８を連結し、さらに挿入部連結リング１９を連結す
る。そして、挿入部２の基端部に設けた口金２０を挿入部連結リング１９に螺挿すること
によって、本体操作部１の骨組み構造の部分と挿入部２とが連結される。ただし、本体操
作部１のハウジングを構成する把持カバー１１及び接続部カバー１２、さらには折れ止め
ゴム１３は挿入部２には嵌合しておくが、前述した骨組み構造の位置より先端側に偏寄し
た位置に配置しておく。従って、逆止弁部材２２の部位は開放されている。そして、挿入
部２から補助流体供給配管２１をこの逆止弁部材２２に接続する。この作業は開放された
空間内で行なえるので、作業性は良好となり、迅速かつ確実に接続できる。なお、挿入部
２側から延在させた補助流体供給配管２１は、当初は余長を持たせており、それを逆止弁
部材２２に接続する際には、この余長分を切断除去して、その長さに過不足が生じないよ
うにする。本体操作部１の骨組み構造には挿入部２が連結されているので、逆止弁部材２
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２への補助流体供給配管２１の接続時に、この余長分を正確に切断除去することができる
ようになり、組み込み時に補助流体供給配管２１の長さに不足が生じたり、余長が生じて
弛むことにより他の部材を圧迫したりする等の不都合はない。
【００２６】
　以上のように補助流体供給機構の組み込みが完了した後に、把持カバー１１を本体カバ
ー１０に接合させる。このときに、ねじリング４３を中継リング１８の外周面に螺合させ
て、把持カバー１１を追い込むことによって、把持カバー１１が本体カバー１０に圧接さ
れるようになる。また、接続部カバー１２を把持カバー１１の端部に当接させて、中継リ
ング１８にねじリング４４を螺合させることによって、接続部カバー１２が把持カバー１
１に圧接される。さらに、折れ止めゴム１３を所定の位置に配置する。
【００２７】
　その後に、シール保持リング３８を接続部本体３２に挿通させ、かつナット３７をこの
接続部本体３２に螺合させた流体源連結部材２６を配管接続部材２５に連結することによ
り、注入口ユニット２４が本体操作部１に組み込まれることになる。即ち、接続部本体３
２の連結部３２ａを配管接続部材２５に設けた雌ねじ部２５ｂに螺挿する。そして、この
接続部本体３２を配管接続部材２５に対して締め付けることによって、シール溝３５に装
着したシール部材４０が圧縮されて、その間に十分な気密を持たせることができる。その
後に、ナット３７を締め付けることによって、シール保持リング３８が接続部カバー１２
の貫通孔３４を構成する段差面３４ｃに圧接されることになり、シール溝３９に装着した
シール部材４２がこの段差面３４ｃにより圧縮されることになるので、この部位の気密性
も十分確保されることになる。そして、補助流体供給機構を使用しない場合には、接続部
本体３２の端部にキャップを被着させるようにする。
【００２８】
　ここで、接続部本体３２にはシリンジ等の流体圧送手段が接続されるが、この接続はル
アーロック機構により行なわれることになる。従って、接続部本体３２は強度等の観点か
ら金属材で形成される。また、接続部本体３２は配管接続部材２５に対して螺挿すること
により固定されることになるので、注入口ユニット２４を安定的に保持するために、強い
締め付け力を作用させる必要がある。このために、配管接続部材２５も金属材で形成され
る。従って、このままでは本体操作部１の内外が電気的に導通した状態となってしまう。
そこで、接続部本体３２の全体及び配管接続部材２５全体を、その間における螺挿部分の
雌ねじ部２５ｂを含めた全体の表面をアルマイト処理を施すことによって、本体操作部１
の内外の間を確実に電気的に絶縁することができる。
【００２９】
　以上の構成を有する内視鏡は、その本体操作部１に設けた注入口ユニット２４を構成す
る流体源連結部材２６に、流体圧送手段として、例えばシリンジを接続して、このシリン
ジを操作することによって、内部の流体、体腔内壁に洗浄液や色素剤等を噴射させること
ができる。即ち、シリンジを押し込むと、このシリンジから配管接続部材２５に設けた流
体チャンバ２８内に洗浄液等が圧送され、この洗浄液等は連結配管２３を通り、逆止弁部
材２２を開いて補助流体供給配管２１内に供給される。そして、この補助流体供給配管２
１の先端は挿入部２の先端硬質部２ｃの先端面に噴射口８として開口しているので、この
噴射口８から体腔内壁に向けて洗浄液等が噴射される。そして、シリンジの押し込み操作
力に応じた噴射圧を作用させることができる。例えば、体腔内壁に汚損物がこびり付いて
いる場合等には、高い噴射圧を作用させることによって、汚損物を有効に洗い流すことが
できる。
【００３０】
　このように、注入口ユニット２４に装着したシリンジ等の流体圧送手段を手動操作によ
り行なう場合には、本体操作部１において、この注入口ユニット２４の位置に押圧力が作
用することになる。術者は片手で本体操作部１の把持カバー１１を把持しており、もう一
方の手で流体圧送手段を操作することになるが、注入口ユニット２４を本体操作部１の先
端側、つまり本体操作部１の把持部から離れた位置で流体圧送手段を操作することになる
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ので、操作性が良好となり、かつ本体操作部１を安定的に保持することができる。また、
本体操作部１の把持位置より前方にある程度離れた位置にシリンジ等が装着されているの
で、このシリンジ等を手動ではなく、術者の身体や他の物体に押し付けるように操作する
場合にも、この操作を円滑に行なえる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施の一形態を示す内視鏡全体の構成を示す外観図である。
【図２】図１の挿入部の先端面の構成を示す説明図である。
【図３】本体操作部の断面図である。
【図４】補助流体供給機構における逆止弁部材の連結構造を示す説明図である。
【図５】図３のＸ－Ｘ断面図である。
【図６】流体源連結部材を外観にし、かつそれを構成する各部材を分解して示す図３の要
部拡大図である。
【符号の説明】
【００３２】
１　本体操作部　　　２　挿入部
８　噴射口　　　１０　本体カバー
１１　把持カバー　　　１２　接続部カバー
１４　支持板　　　１５　連結リング
１６　補強リング　　　１７　取付部材
１８　中継リング　　　１９　挿入部連結リング
２０　口金　　　２１　補助流体供給配管
２２　逆止弁部材　　　２３　連結配管
２４　注入口ユニット　　　２５　配管接続部材
２６　流体源連結部材　　　２７　接続パイプ
２８　流体チャンバ　　　２９　ねじ孔
３０　ねじ挿通孔　　　３１　ねじ
３２　接続部本体　　　３５，３６，３９　シール溝
３７　ナット　　　３８　シール保持リング
４０～４２　シール部材
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